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誰
も
住
ま
な
く
な
っ
た
住
宅
「
空
き

家
」
は
売
買
や
賃
貸
等
に
活
用
し
、
資

産
と
し
て
活
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
適
正
に
管
理
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
資
産
と
し
て
活
用
で
き

な
い
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

の
発
生
原
因
と
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
住
人
の
高
齢
化
に
よ
る
施

設
入
所
や
死
去
に
よ
る
相
続
等
に
よ
り

管
理
者
が
不
在
に
な
る
こ
と
が
、
空
き

家
が
放
置
さ
れ
て
し
ま
う
主
な
理
由
で

す
。
身
近
に
起
こ
り
得
る
空
き
家
に
つ

い
て
、
空
き
家
を
所
有
す
る
こ
と
に
な

っ
た
場
合
や
、
す
で
に
空
き
家
を
所
有

し
て
い
る
場
合
に
ど
う
す
れ
ば
良
い
の

か
、
そ
の
対
応
に
つ
い
て
考
え
、
適
正

に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
市
に
ご
相
談
を

　

空
き
家
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
住
宅
に

つ
い
て
、
主
な
対
応
と
し
て
空
き
家
の

管
理
、
売
買
や
賃
貸
・
リ
フ
ォ
ー
ム
等

に
よ
る
活
用
、
解
体
等
に
よ
る
建
物
の

売
買
・
賃
貸
等
の
活
用

　

状
態
の
良
い
空
き
家
は
売
買
や
賃
貸

等
の
流
通
に
乗
せ
る
こ
と
で
、
有
効
に

活
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
「
空
き
家
等
の
対
策
に
関
す

る
連
携
協
定
」
に
よ
り
、
空
き
家
の
売

買
や
、
解
体
除
去
し
た
跡
地
を
利
活
用

し
た
い
等
の
相
談
を
市
が
受
け
た
場
合
、

ど
う
す
る
？

空
き
家
の
管
理

特
集
　
空
き
家
・
空
き
店
舗
を
考
え
る

空き家・空き店舗を考える

　空き家の放置はさまざまな問題の発生原

因となります。管理が適正になされていな

いことより事故が発生した場合、その賠償

責任は所有者が負う可能性があります。

■倒壊・破損■

　隣家や通行人等に被害を与える恐れがあ

ります。冬は積雪により倒壊の危険性が高

まります。

■不法投棄・不審者の侵入■

　治安の悪化と近隣の方々の不安を招き、

不審火等の問題につながる恐れがあります。

■動物等の侵入■

　地域における衛生面の悪化を招き、動物

等による被害の拡大や悪臭等が発生する恐

れがあります。

■雑草の繁茂■

　景観を損ね、害虫等が発生する要因とな

ります。

！　空き家のリスク　！
除
去
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
空
き
家
対
策
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
進
め
る
た
め
、
平
成
30
年
３

月
に
「
寒
河
江
市
空
き
家
等
対
策
計
画
」

を
策
定
し
て
い
ま
す
。
各
種
関
連
団
体

と
連
携
し
た
協
定
を
結
び
、
空
き
家
の

管
理
、
活
用
、
解
体
等
に
つ
い
て
支
援

す
る
た
め
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

す
で
に
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
方
だ

け
で
な
く
、
将
来
的
に
所
有
者
に
な
る

方
も
、
ま
ず
は
市
に
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

空
き
家
の
管
理
を
す
る

　

人
が
住
ま
な
く
な
っ
た
住
宅
は
、
傷

み
が
早
い
た
め
問
題
に
つ
な
が
る
危
険

性
が
高
ま
り
ま
す
。
家
屋
の
傷
み
を
防

ぐ
た
め
に
定
期
的
に
換
気
や
清
掃
、
除

草
等
を
行
い
、
空
き
家
を
適
正
に
管
理

し
ま
し
ょ
う
。

　

市
は
平
成
29
年
５
月
に
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
「
空
き
家
等
の
適
正

な
管
理
の
推
進
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
て
お
り
、
管
理
業
務
に
関
す
る
ご

相
談
を
市
が
受
け
た
場
合
、
同
セ
ン
タ

ー
が
行
う
管
理
代
行
事
業
を
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。

県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
を
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク

　

空
き
家
の
利
活
用
に
向
け
、
市
で
は

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

市
内
の
空
き
家
を
貸
し
た
い
・
売
り
た

い
と
希
望
す
る
所
有
者
か
ら
の
情
報
を

登
録
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公

開
し
て
い
ま
す
。

　

同
制
度
を
利
用
し
て
空
き
家
を
購
入

ま
た
は
賃
貸
借
を
し
、
そ

の
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を

行
う
場
合
、
リ
フ
ォ
ー
ム

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
他
に
も
要
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

中
古
住
宅
の
購
入
費
助
成

　

市
内
に
居
住
す
る
子
育
て
世
帯
の
方

や
、
市
外
に
１
年
以
上
居
住
す
る
方
が

市
内
の
中
古
住
宅
を
購
入
す
る
場
合
、

そ
の
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

す
で
に
購
入
し
た
住
宅
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
市
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

空
き
家
を
解
体
す
る

　

老
朽
化
や
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、

売
買
や
賃
貸
等
の
流
通
に
乗
せ
る
こ
と

が
難
し
い
空
き
家
で
、
管
理
す
る
こ
と

も
難
し
い
場
合
は
、
解
体
除
去
を
行
う

こ
と
で
の
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
も

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
老
朽
化
や
破
損
が
著
し
く
危

険
が
大
き
い
も
の
を
危
険
空
き
家
と
し
、

そ
の
除
去
に
係
る
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。
危
険
空
き
家
に
該
当
す
る
か

家
屋
の
調
査
等
が
必
要
で
す
の
で
、
事

前
に
市
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
続
登
記
は
し
っ
か
り
と

　

空
き
家
が
放
置
さ
れ
る
理
由
の
一
つ

に
相
続
や
登
記
が
き
ち
ん
と
な
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
「
空
き
家
等
の
対
策
に
関
す

る
連
携
協
定
」
に
よ
り
、
空
き
家
の
相

続
や
登
記
等
に
関
す
る
相
談
を
市
が
受

け
た
場
合
、
県
司
法
書
士
会
が
行
う
相

談
業
務
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
市
の

紹
介
を
受
け
た
場
合
、
初
回
相
談
が
無

料
に
な
り
ま
す
の
で
、
相
続
等
で
お
悩

み
の
方
は
市
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
市
建
設
管
理
課
建
築
住
宅

　

係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
333
へ
。

空き家の管理をサポートします

　建物・敷地内の現状確認を行い、報告

書と写真をお送りします。その他、清掃

や草刈り、小規模の修繕なども実施しま

す。別途費用が必要ですので、詳しくは

お問い合わせください。

●費用／１回2,000円（消費税込み）

●申込／市シルバー人材センター

　☎83-3224へ。

「空き家等の対策に関する連携協定」を締結

　市と県司法書士会、県宅地建物取引業協会は10月25日に｢空き

家等の対策に関する連携協定」を締結しました。

　近年、高齢化の進展による空き家の増加や空き家問題を巡る報

道等の高まりもあり、空き家の所有者や相続人からの相談が増加

する傾向にあります。

　県司法書士会は空き家に関する法律や相続登記等に関する相談

業務を、県宅地建物取引業協会は空き家等の売買や跡地の利活用

に関する相談業務を行っていますが、今回の協定により、市が空

き家等の所有者から相続等に関する相談または売買や利活用に関

する相談を受けた場合に、それぞれの業務を紹介することが可能

となりました。

　市は、今後も

良好な住環境の

保全に努め、市

民の皆さんが快

適な生活を送る

ことができるま

ちづくりを推進

します。

区　　分 助 成 額

市内在住
妊婦または中学３
年生以下のお子さ
んがいる世帯　　

購入費の３分の１
（上限30万円）

市外在住
(１年以上)

妊婦または中学３
年生以下のお子さ
んがいる世帯　　

購入費の３分の１
（上限50万円）

全ての世帯　　　
購入費の３分の１
（上限30万円）
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空
き
店
舗
で
の
創
業
支
援

長年のご功績をたたえて

特集

　

市
内
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に

は
、
店
舗
の
移
転
や
廃
業
と
い
っ
た
理

由
に
よ
り
活
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
「
空

き
店
舗
」
等
を
有
効
に
活
用
し
、
商
店

街
等
に
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
こ
と
と
、

空
き
店
舗
が
生
じ
る
原
因
の
一
つ
で
あ

る
廃
業
等
の
リ
ス
ク
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

市
で
は
、
市
内
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を

図
る
た
め
、
新
規
に
創
業
す
る
方
と
、

空
き
店
舗
等
を
有
効
活
用
し
て
創
業
す

る
方
を
対
象
と
し

て
、
市
商
工
会
や

市
内
金
融
機
関
と

連
携
し
た
創
業
支

援
の
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

創
業
に
関
す
る

相
談
先
と
し
て
、

連
携
し
て
い
る
各

機
関
に
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
い
ま

す
の
で
、
創
業
を

お
考
え
の
方
は
、

ま
ず
は
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

創
業
支
援
（
創
業
セ
ミ
ナ
ー
）

　

創
業
時
に
必
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

や
資
金
計
画
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
の
で

き
る
無
料
の
創
業
セ
ミ
ナ
ー
を
春
に
開

催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
43
人

の
方
が
受
講
し
、
多
く
の
創
業
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
た
方
が
創
業
す

る
場
合
は
、
登
録
免
許
税
の
軽
減
措
置

や
信
用
保
証
枠
の
拡
大
等
の
支
援
策
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

空
き
店
舗
等
で
の
創
業
支
援
（
補
助
金
）

　

市
で
は
、
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
新

た
に
創
業
す
る
方
に
、
店
舗
改
装
に
係

る
費
用
ま
た
は
開
業
後
の
家
賃
の
一
部

を
支
援
す
る
「
空
き
店
舗
等
対
策
支
援

事
業
補
助
金
」
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。
本
年
度
か
ら
は
、
対
象
エ
リ
ア
を

中
心
市
街
地
か
ら
市
内
全
域
に
広
げ
、

こ
れ
ま
で
に
飲
食
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
な

ど
、
数
多
く
の
業
種
で
活
用
さ
れ
、
市

内
に
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

空
き
店
舗
等
情
報

　

支
援
事
業
補
助
金
の
対
象
と
な
る
空

き
店
舗
等
の
一
部
に
つ
い
て
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
の
空
き
店
舗
等
も
補
助
金
の
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

空
き
店
舗
等
を
所
有
し
て
お
り
、
そ

の
活
用
の
た
め
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
を
ご
希
望
の
方
は
、
市
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
で
は
あ
っ
せ
ん
、
仲
介
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
空
き
店
舗
等
の
賃

貸
や
契
約
等
に
関
し
て
は
直
接
仲
介
業

者
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
業
の
承
継
を
支
援
し
ま
す

　

市
内
事
業
者
の
円
滑
な
事
業
承
継
を

促
進
し
、
事
業
の
継
続
と
雇
用
を
維
持

す
る
た
め
に
、
本
年
度
よ
り
事
業
承
継

に
係
る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
補
助

制
度
を
創
設
し
て
い
ま
す
。

● 

問
合
せ
／
市
商
工
推
進
課
商
工
振
興

係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
421
へ
。

空き店舗等対策支援事業補助金

●対象物件／市内の賃貸物件

● 対象経費／改装費用または家賃のいずれ

か１回

● 補助金額／対象経費の２分の１（上限50

万円）

● 対象業種／小売業、飲食業、医療・福祉、

教育・学習支援事業、サービス業、情報

サービス業、研究開発事業

事業承継補助金

● 対象経費／事業承継に必要な、官公庁へ

の申請書類の作成に係る経費

● 補助金額／対象経費の２分の１（上限20

万円）

空き家・空き店舗を考える

髙橋　龍一さん

（産業経済・仲谷地）

鈴木　一作さん

（寄附・丸内）

茂木　藤雄さん

（慈恩寺）
　

平
成
21
年
か
ら
29
年
ま
で
西
部
地
区
公
民
館
慈
恩
寺
分
館
長
と
し
て
、
公
民

館
活
動
の
充
実
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
平
成
24
年
度
か
ら
25
年
度
ま

で
市
公
民
館
連
絡
協
議
会
副
会
長
、
平
成
26
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で
同
会
長
と

し
て
、
市
内
61
地
域
公
民
館
・
分
館
相
互
の
連
絡
調
整
や
地
域
活
動
の
研
究
に

取
り
組
み
、
「
明
る
い
地
域
活
動
は
公
民
館
活
動
か
ら
」
の
信
念
の
も
と
公
民
館

活
動
を
通
じ
た
地
域
活
動
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
公
民
館
活
動

を
通
じ
た
地
域
防
災
の
推
進
な
ど
、
本
市
の
社
会
教
育
お
よ
び
生
涯
学
習
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

市　表　彰市感謝状

　本市の振興発展に寄与し、まちづくりに功労のあった方を表彰する市表彰式が11月２日、ホテルシンフ

ォニーで行われました。今年は市表彰を髙橋龍一さん、鈴木一作さんの２人が受賞され、茂木藤雄さんに

市感謝状が授与されました。

　

平
成
21
年
１
月
に
本
市
の
乳
幼
児
の
健
全
育
成
を
願
い
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

事
業
の
た
め
の
図
書
購
入
資
金
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
で
は
、
こ
の
寄
附

を
契
機
と
し
て
「
鈴
木
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
基
金
条
例
」
が
可
決
制
定
さ
れ
、
同

基
金
を
財
源
に
「
寒
河
江
市
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
、
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
が
絵
本
を
介
し
て
向
き
合
う
き
っ
か
け
を
作

る
も
の
で
あ
り
、
３
カ
月
健
診
を
受
診
し
た
全
て
の
赤
ち
ゃ
ん
へ
絵
本
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
30
年
１
月
に
は
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事

業
の
た
め
の
図
書
購
入
資
金
と
し
て
再
度
、
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
公
益
の
た
め
に
私
財
を
寄
附
さ
れ
た
奇
特
な
行
為
で
あ
り
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
と
読
書
の
盛
ん
な
ま
ち
づ
く
り
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
14
年
２
月
、
寒
河
江
川
土
地
改
良
区
常
勤
理
事
に
就
任
以
来
、
16
年
の

長
き
に
わ
た
り
土
地
改
良
事
務
の
合
理
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
運
営
の
健
全

化
を
図
り
、
農
業
水
利
施
設
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
保
全
と
利
活
用
を
図
る

た
め
の
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
本
市
の
農
業
生
産
性
の
維
持
・
向
上
、

農
業
経
営
の
安
定
化
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
振
興
審
議
会
を
は
じ
め

小
作
料
審
議
会
、
下
水
道
審
議
会
、
農
業
委
員
会
、
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
、

都
市
計
画
審
議
会
、
水
田
農
業
推
進
協
議
会
、
農
業
再
生
協
議
会
な
ど
の
各
委

員
や
土
地
開
発
公
社
理
事
を
務
め
ら
れ
、
本
市
の
興
隆
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
国
営
寒
河
江
川
土
地
改
良
事
業
を
は
じ
め
、
県
営
事
業
、

団
体
事
業
の
推
進
に
努
め
、
基
幹
水
利
施
設
を
完
成
に
導
き
、
本
市
の
み
な
ら

ず
県
の
農
業
生
産
基
盤
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　空き店舗等を活用して創業し、市内にに

ぎわいを創出する方に開業経費の一部を助

成します。他に条件等がありますので、詳

しくはお問い合わせください。

　市内事業者の円滑な事業承継を図るため、

変更登記等に係る費用の一部を助成します。

詳しくはお問い合わせください。
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SAGAE COLUMN
さがえコラム

高齢者ホッと情報

　　なにほいず？

　脱水症状というと夏をイメージされる方が多いと

思いますが、実は冬も脱水症状に注意しなければな

らないのです。私たちの体からは自覚することなく

皮膚を通じて水分が蒸発し、水分が失われていきま

す。冬は湿度が低く、空気が乾燥する季節ですが、

屋内ではエアコンやストーブを使用するのでより湿

度が下がって乾燥が進み、体内から失われる水分が

増えてしまうのです。また、夏と比べてのどが渇き

にくかったり、汗をかきにくいことから、水分を失

っている自覚が薄く、水分補給を怠ってしまいがち

となり脱水症状を引き起こしてしまいます。脱水症

状の予防には、のどの渇きを感じていなくてもこま

めな水分補給が大切です。高齢者は体内の水分量が

少ないことから脱水症状が起こりやすいので、起床

時、食事時、入浴前後、就寝前など、時間を分けて

１日最低でも1,200ミリリットルを目安に水分摂取す

るのがお勧めです。積極的に水分補給を心掛け習慣

づけていきましょう。

●問合せ／市高齢者支援課地域包括支援係

　☎86-2111内線623へ。

　冬の脱水症状にご用心！

　｢冬の脱水症状」ほいずはよ、

　

長
年
に
わ
た
り
同
一
業
種
に
従
事
し

技
能
の
錬
磨
や
後
進
の
育
成
に
努
め
、

そ
の
職
種
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方

を
表
彰
す
る
「
市
技
能
者
表
彰
式
」
が

11
月
９
日
、
ホ
テ
ル
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
に
居
住
ま
た
は
市
内
の
事
業
所

に
就
業
し
て
い
る
技
能
者
が
対
象
で
、

本
年
度
は
13
人
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
市
長
は
「
卓
越
し
た
技
能
を
生

か
し
て
本
市
産
業
の
発
展
と
技
能
者
の

地
位
向
上
に
大
き
な
貢
献
を
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感

謝
い
た
し
ま
す
。
こ
の

た
び
の
表
彰
が
、
若
い

技
能
者
の
方
々
の
目
標

や
励
み
に
な
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
後
も
後
継
者
の
育
成

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
た

い
」
と
式
辞
し
、
受
賞

者
を
代
表
し
て
佐
藤
克

彦
さ
ん
が
「
私
た
ち
は

職
業
人
と
し
て
、
業
界

の
発
展
と
地
域
社
会
へ

の
貢
献
を
念
頭
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
頑
張

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

が
認
め
ら
れ
た
こ
と
は

大
変
光
栄
で
あ
り
、
今

回
の
表
彰
を
励
み
に
今

後
も
技
能
の
研
さ
ん
や

後
継
者
の
指
導
育
成
に

努
め
て
い
き
た
い
」
と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

　

去
る
10
月
27
日
に
逝
去
さ
れ
た
本
市

名
誉
市
民
の
故
佐
藤
誠
六
氏
の
遺
徳
を

し
の
ぶ
合
同
葬
が
11
月
17
日
、
市
民
文

化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

葬
儀
は
、
市
と
佐
藤
家
が
合
同
で
行

っ
た
も
の
で
、
約
８
０
０
人
の
市
民
が

参
列
し
ま
し
た
。

　

葬
儀
委
員
長
の
佐
藤
市
長
が
式
辞
を
、

内
藤
市
議
会
議
長
ら
が
追
悼
の
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
詰
め
掛
け
た
市
民
も
焼
香

を
行
い
、
壇
上
の
写
真
に
手
を
合
わ
せ

別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

産
業
の
発
展
を
支
え
る
卓
越
し
た
技
能
者
を
表
彰

佐藤克彦（ニット製造業・寒河江)、佐藤春代（美容業・八鍬)、菖蒲忠 

雄（建築大工業・白岩)、佐藤喜美雄（建築大工業・本町)、村山順一（生 

産用機械器具製造業・朝日町)、中野雅志（繊維製品製造業・栄町)、渡 

辺昭宏（輸送用機械器具修理業・中央)、大沼有康（代理：大沼陽輔)（と 

び工業・東新山町)、古川直仁（板金業・柴橋)、安達聡（生産用機械器 

具製造業・河北町)、安孫子和弘（菓子製造販売業・本町)、加藤聡範（左 

官業・米沢)、髙橋俊博（電気機械器具組立業・中山町） ［敬称略］

受　賞　者

故 

佐
藤
誠
六
氏
を
し
の
ぶ

　今年も残すところあと１カ月。地域おこし協力隊として寒河江に来てから早い

もので１年がたとうとしています。１月からＮＰＯ法人グラウンドワーク寒河江

での活動を中心に、雪フェスのイグルー製作、ビオトープゾーンの整備、慈恩寺

地区でのホタルの放流・捕獲・飼育、沼川河川敷の清掃、駅前パークＪＡＺＺ、

コスモス花の里祭の企画運営、耕作放棄地を活用したマコモダケ

の栽培・販売とさまざまな経験をさせていただきました。来年は、

マコモダケの収穫量を増やして寒河江のマコモダケをＰＲできる

よう、さらに尽力していきたいと思います。２年目は挑戦の年に

なります。今年の経験を生かし、来年はさらに充実した活動と新

しいことに挑戦していきたいと思います。

縁
エ ン ジ ョ イ

JOY通信

辻 寛（神奈川県出身・32歳）

ＮＰＯ法人グラウンドワーク寒河江の皆さんや地元の方々と一緒に寒河江

を盛り上げていきたい！ この思いを胸に頑張っています。

地域おこし
協力隊が

さがえの魅力
を再発見

　お口や歯のけがの原因は、転んだり、落ちたり、

ぶつかったりといろいろあります。成人や高齢者で

も同様のけがをすることは少なくありませんが、日

常生活を送る上で、子どものけがはどこでも発生し

ますし、細い手足に受ける小さなけがは誰でも一度

や二度ならず何回も経験することでしょう。

　今回は、歯が抜け落ちた場合の対処法です。子ど

もは歯を支えている骨がまだ軟らかいので、ぶつか

った拍子に歯がポロっと抜けやすいのです。抜けて

しまったら、その歯を一刻も早く歯科医院に持って

行ってください。その際、抜けた歯の根の方には触

らずに頭の方を持つようにし、また、歯根を乾燥さ

せないよう、歯の救急保存液や、なければ冷たい牛

乳の中に入れて運んでください。水などでは洗わな

いでください。抜けてから30分以内ですと再植（歯

を元に戻すこと）の成功率が飛躍的に上がります。

＝事故で歯が抜けたら？＝
　元気な子どもはよく転んだりけがを

したりします。

　突然の思いがけない事故で歯が抜け

たり折れたりした場合はどうしたら良

いでしょうか。

●問合せ／市歯科医師会事務局☎86-0080へ。

歯っ！とする歯のおはなし 

日本歯科医師会
ご当地キャラクター
「花笠よ坊さん」
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市
道
等
の
除
雪
体
制

　

原
則
と
し
て
除
雪
判
断
基
準
時
刻
を
午
前

３
時
30
分
と
し
、
前
日
の
午
後
５
時
か
ら
の

間
に
、
市
街
地
で
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
降
雪
が
あ
っ
た
場
合
、
市
内
の
早
朝
一

斉
除
雪
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
市
全
体
を

11
地
区
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
お
い

て
、
前
述
の
時
刻
に
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
降
雪
が
あ
っ
た
場
合
、
地
区
ご
と
の

判
断
で
自
主
的
に
除
雪
を
実
施
し
ま
す
。
通

勤
や
通
学
の
時
間
帯
等
を
考
慮
し
て
実
施
し

ま
す
が
、
積
雪
の
状
況
や
除
雪
場
所
に
よ
っ

て
は
除
雪
時
間
帯
に
差
異
が
生
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

私
道
の
除
雪
体
制

　

複
数
戸
の
利
用
な
ど
公
共
性
の
高
い
私
道

は
、
住
民
の
要
望
に
よ
り
、
市
道
の
早
朝
一

斉
除
雪
の
実
施
日
に
合
わ
せ
て
除
雪
を
行
い

ま
す
。
新
た
に
私
道
の
除
雪
を
要
望
す
る
場

合
は
、
町
会
長
を
通
じ
て
の
申
請
書
の
提
出

が
必
要
で
、
か
つ
、
受
諾
に
当
た
っ
て
は
要

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
市
建
設
管
理

課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
昨
シ
ー
ズ
ン
に
市

が
除
雪
を
行
っ
た
私
道
に
つ
い
て
は
、
実
施

内
容
に
変
更
が
な
け
れ
ば
、
再
申
請
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
除
雪
が
必
要
な
場
合
は
、
市
道
の

早
朝
一
斉
除
雪
実
施
日
の
午
前
７
時
～
９
時

に
、
市
建
設
管
理
課
へ
電
話
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

地
域
ぐ
る
み
の
除
排
雪

　

町
会
等
で
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
運
搬
車
両
を

準
備
し
て
除
排
雪
を
行
う
場
合
、
市
で
は
ロ

ー
タ
リ
ー
除
雪
車
等
を
派
遣
し
て
地
域
の
取

り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
運
搬
車
両

借
り
上
げ
料
に
対
す
る
補
助
金
も
あ
り
ま
す

の
で
、
利
用
す
る
場
合
は
、
町
会
長
等
を
通

じ
て
市
建
設
管
理
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

破
損
を
見
つ
け
た
ら

　

慎
重
に
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
が
、
万
一
、

道
路
除
雪
作
業
に
伴
う
も
の
と
思
わ
れ
る
工

作
物
等
の
破
損
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
早
急

に
市
建
設
管
理
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

除
雪
の
問
い
合
わ
せ
先

　

国
道
・
県
道
と
市
道
と
で
は
除
雪
す
る
管

理
者
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
連
絡
さ
れ
る
際

は
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
国
道
112
号
／
国
土
交
通
省
寒
河
江
国
道
維

　

持
出
張
所
☎(

８
４)

３
１
９
１
へ
。

■
国
道
287
号
・
458
号
、
県
道
／
県
村
山
総
合

　

支
庁
建
設
部
西
村
山
道
路
計
画
課
維
持
管

　

理
担
当
☎(

８
６)

８
４
０
４
へ
。

■
市
道
、
私
道
、
除
排
雪
／
市
建
設
管
理
課

　

☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
338
へ
。

除雪作業にご協力ください

市
民
に
や
さ
し
い
除
雪
を
目
指
し
ま
す

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

○
雪
押
し
場
の
確
保
に
ご
協
力
を

　

ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
作
業
、
道
路
幅
員
確
保

の
た
め
、
雪
押
し
場
の
確
保
が
重
要
で
す
。

冬
期
間
使
用
し
て
い
な
い
空
き
地
や
農
地
等

を
、
道
路
除
雪
の
雪
押
し
場
と
し
て
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
除
雪
車
に
近
寄
ら
な
い

　

作
業
中
の
除
雪
車
や
除
雪
作
業
員
へ
は
、

近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
除
雪
車

の
追
い
越
し
は
大
変
危
険
で
す
。
余
裕
を
持

っ
た
運
転
、
通
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
路
上
駐
車
・
障
害
物
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

　

道
路
へ
の
車
両
の
放
置
や
庭
木
・
生
け
垣

の
は
み
出
し
が
あ
る
と
、
除
雪
作
業
が
で
き

ま
せ
ん
。
路
上
駐
車
を
な
く
し
、
庭
木
の
せ

ん
定
や
障
害
物
の
撤
去
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　

屋
根
や
宅
地
内
の
雪
を
道
路
に
出
す
と
、

交
通
障
害
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
除

雪
作
業
の
妨
げ
に
も
な
り
ま
す
。
指
定
さ
れ

た
排
雪
場
所
に
運
ぶ
な
ど
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
水
路
・
河
川
へ
の
雪
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

水
路
や
河
川
へ
の
雪
捨
て
に
よ
り
、
水
路

詰
ま
り
や
道
路
・
宅
地
の
冠
水
が
毎
年
起
き

て
い
ま
す
。
多
く
の
方
に
迷
惑
が
掛
か
り
ま

す
の
で
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
除
雪
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

　

早
朝
除
雪
の
実
施
時
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
除
雪
車
両
の
位
置
が
確
認
で
き
ま
す
。

ま
た
、
要
介
護
者
の
間
口
除
雪
な
ど
、
き
め

細
や
か
な
除
雪
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　自力で雪下ろしや敷地内通路の除雪を行うことが困難な

高齢者等が、業者等に作業を依頼した場合に助成します。

●対象／市民税所得割額が非課税世帯で、次の①～④のい

　ずれかに該当する方（生活保護受給世帯は非該当)。

　①65歳以上の一人暮らし高齢者、②65歳以上の高齢者の

　みの世帯、③障がい者のみの世帯、④障がい者と65歳以

　上の高齢者のみの世帯

●支給額／申請１回につき上限12,000円（今冬２回まで）

●申請／平成31年３月29日㈮まで市高齢者支援課介護福祉

　係☎86-2111内線622へ。

　市では、雪に関するさま

ざまな問い合わせに対し、

迅速に対応できるよう総合

窓口を開設しています。

●相談内容／市内の雪下ろ

　し事業団体の紹介、福祉サービスの案内、

　市道除雪の問い合わせ等

●時間／平日の午前８時30分～午後５時15分

高齢者のみ世帯等へ除雪費を助成 「雪の総合窓口」開設中

☎８７－７０００

　市では、排雪場所を３カ所指定しています。雪

捨て場には案内看板を設置していますので、その

指示に従ってください。また、雪捨て場付近は道

路が狭いため、車で通行する際は十分に注意して

ください。

　排雪場所は照明がなく危険です。日の出から日

没までの明るい時間帯にご利用ください。

※ １／信号機はありません。車の出入りの際は十

　分に注意してください。

排雪は指定された場所へ八鍬地区

西根地区 南部地区至西川町

至中山町長崎大橋

旧R112

R
1
1
2

R112

R287

ＪR左沢線

皿沼

最
上
川

寒
河
江
川

寒
河
江
川

至河北町

至河北町

寒河江川橋

慈恩寺大橋

慈恩寺橋

水道
事業所

至中山町

至西川町

150m

200m

300m

※１

除雪作業にご協力ください

　市では、冬期間の安全な交通・生活環境を確保するため、

今年も除雪協力会と協力し効果的な除雪作業を実施します

ので、ご理解とご協力をお願いします。詳しくは、市ホー

ムページに掲載している除雪計画書をご覧ください。
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主な事業の執行状況

区　　分 事 業 名 事 業 費 支出済額 支出済率

土　　　木
市道新設・改良 5億2483万円 3686万円 7.0％

側溝・舗装整備 1億4490万円 1260万円 8.7％

生　　　活 公共下水道・浄化槽整備 5億4545万円 8885万円 16.3％

農　　　林 農　業　振　興 1億 484万円 2327万円 22.2％

都 市 計 画 街　路　整　備 2億 249万円 7441万円 36.7％

教　　　育 学校給食事業 2億9882万円 1億3491万円 45.1％

福　　　祉
児　童　福　祉 96億5616万円 35億9819万円 37.3％

老　人　福　祉 13億7359万円 5億7182万円 41.6％

医療・介護

国民健康保険給付費 26億9299万円 11億7616万円 43.7％

介護保険給付費 41億9680万円 16億8751万円 40.2％

後期高齢者医療療養給付費負担金 5億5132万円 2億2358万円 40.6％

一　般　会　計

歳　出歳　入

[　］内は構成比、上段は予算現額、下段（　）内は、収

入済額と予算現額に対する収入済額の割合です。

[　］内は構成比、上段は予算現額、下段（　）内は、支

出済額と予算現額に対する支出済額の割合です。

 市税[25.6%]

49億9529万円

(27億6493万円 55.4%)

諸収入・その他[14.9%]
29億1298万円 

( 6億4330万円 22.1%)

寄附金[5.1%]

10億円  

( 9億 562万円 90.6%)

国庫支出金[12.3%]

24億 902万円

( 6億3727万円 26.5%)

 

その他[5.7%]

11億1410万円

( 5億4536万円 49.0%)

県支出金[5.6%]

10億8935万円

( 1億9736万円 18.1%)

 
源

自
主
財

45
.

６
%

地方交付税[20.2%]
39億5200万円

(27億1509万円 68.7%)

 

依
存
財
源

54
.

４
%

 

市債[10.6%]

20億6250万円

(       0万円  0.0%)

区　　分 収入予算現額 収入済額 収入済率 支出予算現額 支出済額 支出済率

水道事業

収益的 10億7922万円 5億3394万円 49.5％ 10億3720万円 2億2552万円 21.7％ 

資本的 1億5500万円 0万円 0.0％ 7億7988万円 7356万円 9.4％ 

特例的 1万円 0万円 0.0％ 40万円 30万円 75.0％ 

病院事業
収益的 19億 185万円 9億4084万円 49.5％ 19億 185万円 7億4807万円 39.3％ 

資本的 3億7875万円 6300万円 16.6％ 4億2466万円 1億3392万円 31.5％ 

合　　計 35億1483万円 15億3778万円 43.8％ 41億4399万円 11億8137万円 28.5％ 

※水道事業・特例的：平成30年度より簡易水道事業が上水道事業に統合されたことによる旧簡易水道事業分です。

企　業　会　計

195億3524万円
（84億 893万円　43.0％）

195億3524万円
（71億8721万円　3６.8％）

市
の
財
政
状
況

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
国
か
ら
の
地
方
交

付
税
、
国
庫
支
出
金
等
を
財
源
と
し
て
暮
ら
し
を
よ
り
豊
か
で
快
適
に
す
る
た
め
、

効
率
的
な
市
政
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
予
算
総
額
は
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
て

３
５
０
億
６
２
１
５
万
円
で
す
。
な
お
、
全
て
の
金
額
に
は
、
平
成
29
年
度
か
ら

の
繰
越
分
を
含
ん
で
い
ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
財
政
課
財
政
調
整
係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
414
へ
。

平
成
30
年
度
上
半
期
（
９
月
30
日
現
在
）総務費[15.6%]

30億4945万円

( 8億5356万円 28.0%)

教育費[10.8%]

21億1233万円

( 6億5745万円 31.1%)

公債費[8.8%]

17億1338万円

( 7億9566万円 46.4%)

衛生費[7.4%]

14億4098万円

( 8億3963万円 58.3%)

土木費[10.8%]

21億 861万円

( 3億 130万円 14.3%)

商工費[6.9%]

13億4873万円

( 7億  69万円 52.0%)

民生費[33.4%]

65億2744万円

(24億9400万円 38.2%)

消防費[2.9%]

 5億7983万円

( 2億7223万円 46.9%)

農林水産業費[2.2%]

 4億2338万円

( 1億6934万円 40.0%)

その他[1.1%]

 2億 606万円

( 1億 233万円 49.7%)

2505万円

(     102万円  4.1%)

災害復旧費[0.1%]

市税の収入状況

区　　分 予算現額 収入済額 収入済率

普通税

市　民　税 20億4146万円 9億9010万円 48.5％ 

固定資産税 22億1431万円 13億2699万円 59.9％ 

た ば こ 税 2億6053万円 1億 894万円 41.8％ 

軽自動車税 1億3006万円 1億2910万円 99.3％ 

目的税
都市計画税 3億4010万円 2億 571万円 60.5％ 

入　湯　税 883万円 409万円 46.3％ 

合　　計 49億9529万円 27億6493万円 55.4％ 

市債等の現在高

区　　分 市債現在高 一時借入金

一 般 会 計 153億 409万円 0

公共下水道 87億4576万円 0

浄化槽整備事業 8億1903万円 0

水 道 事 業 13億 346万円 0

病 院 事 業 3億3851万円 0

合 計 265億1085万円 0

市の財産

区　　分 状　　況

土 地 148万2871㎡

建 物 16万1550㎡

自 動 車
(リース車両、水道、病院を除く)

87台

有価証券等 6億1122万円

積 立 金 38億2331万円

温泉権（２カ所） 8000万円

重 要 備 品 448個

区　　分 予算現額 収入済額 収入済率 支出済額 支出済率

公共下水道事業 16億 813万円 2億7973万円 17.4％ 5億2363万円 32.6％

浄化槽整備事業 2億4683万円 462万円 1.9％ 5038万円 20.4％

国民健康保険 44億 650万円 20億6076万円 46.8％ 22億2296万円 50.4％

後期高齢者医療 4億9810万円 1億5683万円 31.5％ 1億6386万円 32.9％

介　護　保　険 45億9835万円 21億3683万円 46.5％ 18億2973万円 39.8％

介護認定審査会共同設置 2278万円 1326万円 58.2％ 933万円 41.0％

財　　産　　区
(高松、醍醐、三泉、幸生)

223万円 216万円 96.9％ 103万円 46.2％

合　　　　　計 113億8292万円 46億5419万円 40.9％ 48億  92万円 42.2％

特　別　会　計

平成30年度上半期（９月30日現在）

市の財政状況

諸収入・
その他　

繰越金、分担金、使用料等

地方交付税・
地方特例交付金

地方公共団体の財源を保障するため
国税の中から交付されたお金等

国　庫
支出金

市の事業に対して国から交付された
お金

市　債 国や金融機関等から借り入れたお金

県支出金
市の事業に対して県から交付された
お金

その他 地方譲与税等

民生費 高齢者や障がい者、児童等の福祉費用

総務費 徴税や選挙、事務管理等の費用

教育費 小中学校や社会教育等の費用

土木費 道路や河川、公園等の費用

公債費 国や金融機関等からの借入金の返済費用

衛生費 保健衛生やごみ処理等の費用

商工費 商工業や観光振興等の費用

消防費 消防や救急活動等の費用

農林水
産業費

農業振興等の費用

その他 議会等の費用
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さがえフォトスタジオ

　　ＰＨＯＴＯ　ＳＴＵＤＩＯ

「さがえフォトスタジオ」は寒河江のイベントの様子や

　　　　　　　新鮮な情報を皆さんに写真でお伝えするコーナーです。

ＳＡＧＡＥ　　

コドモモシゴト ボクノマチクエスト 市ボランティアフェスティバル

　11月４日、チェリーナさがえで開催された職業体験イ

ベントで、子どもたちが働くことの大切さを学びました。

　11月10日、ボランティア活動紹介や体験会がハートフ

ルセンターで行われ、ボランティアの輪が広がりました。

郷間正観名誉館長作品展ストライダーエンジョイカップ「寒河江つや姫ステージ」 寒河江混声合唱団第27回定期演奏会幼児お茶会教室

　10月19日、市美術館開館10周年を記念して開催された

郷間名誉館長の作品展で、記念式典が行われました。

　10月28日、最上川ふるさと総合公園で、子どもたちが

ランニングバイクに乗って元気に競走しました。

　10月21日、市民文化会館で開催された定期演奏会で、

団員たちが名曲の数々を披露し聴衆を魅了しました。

　10月30日、臨川亭で、なか保育所の園児たちがお茶の

作法を学びながら大人の味を堪能しました。

いきいき100歳体操交流会 市総合文化祭合同発表会

　11月１日、いきいき100歳体操に取り組む市内各地のグ

ループが一緒に体操を行い、交流を深めました。

　11月３日、市芸術文化協議会創立50周年記念の市総合

文化祭で、参加団体が日々の練習の成果を披露しました。

　10月28日、秋の味覚が大集合した寒河江駅前みこし公園で、ミニ動物

園やスペシャルライブが催され、大勢の家族連れでにぎわいました。

第４回さがえちぇり～マルシェ「秋の収穫祭」
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の ま ど生 涯
学 習

寒河江市美術館

今月の1冊

寒工高・地区公民館作品展

アートに＊ふれよう

市
史
編
さ
ん

だ
よ
り

　

文
化
十
二
年（

一
八
一
五）

十

二
月
二
十
九
日
、
新
田（

に
っ
た)

村
は
長
い
上
山
藩
支
配
を
離
れ
て

幕
府
領
寒
河
江
代
官
所
付
き
の
村

と
な
っ
た
。
代
官
は
嶋
田
帯
刀
で
、

宮
崎
陣
屋
付（

東
根
市）

で
あ
っ

た
か
ら
寒
河
江
は
兼
務
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
わ
ず
か
一
年
ば
か
り
の

在
任
で
あ
っ
た
。

　

幕
末
に
な
る
と
、
こ
う
し
た
代

官
の
交
代
が
頻
繁
に
行
わ
れ
た
。

弘
化
二
年（

一
八
四
五）

二
月
に

は
、
再
び
桑
折
代
官（

福
島
県）

の
嶋
田
帯
刀
と
梁
川
代
官（

福
島

県）

の
福
田
八
郎
右
衛
門
が
三
ヶ

月
だ
け
寒
河
江・

柴
橋
を
治
め
た
。

寒
河
江・

柴
橋
代
官
所
は
、
両
代

官
の
預
所
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
嘉
永
元
年（

一
八
四
八）

九

月
に
も
三
ヶ
月
だ
け
嶋
田
・
福
田

両
代
官
が
治
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

正
式
に
代
官
が
配
置
さ
れ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
九

月
は
、
稲
作
の
出
来
具
合
を
調
査

す
る
「
検
見（

け
み)

」
の
時
期
で

あ
っ
た
。
江
戸
勘
定
奉
行
所
か
ら

検
見
役
人
と
し
て
石
川
新
助
と
他

の
御
普
請
役
の
二
人
を
派
遣
、
付

添
と
し
て
嶋
田・

福
田
両
代
官
と

石
原
清
左
衛
門
代
官
の
手
代
を
充

て
た
。

　

新
田
村
で
は
、
名
主
公
平
伊
右

衛
門
を
は
じ
め
村
役
た
ち
が
そ
の

対
策
を
検
討
し
た
。
検
見
役
が
通

る
ル
ー
ト
や
昼
食
・
休
憩
接
待
に

気
配
り
し
て
出
来
る
だ
け
村
の
有

利
に
な
る
よ
う
に
相
談
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
ど
こ
の
村
で
も
「
検
見

道
」
と
称
し
、
作
柄
が
あ
ま
り
よ

く
な
い
所
を
役
人
が
通
る
よ
う
に

設
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

い
よ
い
よ
九
月
二
十
一
日
に
検

見
が
行
わ
れ
た
。
役
人
た
ち
は
、

現
地
を
廻
っ
て
調
査
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
新
田
村
名
主
の
家
に
は
立

ち
寄
ら
ず
に
、
一
行
は
寒
河
江
陣

屋
に
帰
り
昼
食
の
賄
を
受
け
た
。

記
録
に
は
、
「
お
昼
賄
い
は
寒
河
江

詰
め
合
い
衆
が
行
い
、
新
田
村
に

は
迷
惑
を
か
け
な
い
で
、
田
ん
ぼ

か
ら
す
ぐ
に
寒
河
江
陣
屋
に
帰
っ

た
」
と
名
主
伊
右
衛
門
が
記
録
に

書
く
。
村
役
た
ち
は
、
「
嶋
田
帯
刀

様
御
休
」
と
い
う
立
派
な
看
板
ま

で
用
意
し
て
い
た
の
に
、
そ
の
心

遣
い
は
通
じ
な
か
っ
た
。
看
板
は

残
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
実
際
に
は

代
官
は
新
田
村
に
は
立
ち
寄
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

幕
府
領
、
寒
河
江
柴
橋
管
内
の

米
は
、
こ
う
し
た
検
見
の
過
程
な

ど
も
経
て
、
舟
運
に
よ
っ
て
百
万

都
市
江
戸
に
送
ら
れ
て
庶
民
の
食

料
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

嶋
田
代
官
に
よ
る
新
田
村
検
見

Sagae Library

さがえライブラリー

｢嶋田帯刀様御休」看板

　

慈
恩
寺
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
が
、
今
年
も
開
催
。
市
内
外
か

ら
多
数
の
応
募
が
あ
り
、
一
般
の

部
・
子
ど
も
の
部
で
、
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

受
賞
作
品

＝
一
般
の
部
＝

【
市
長
賞（

最
優
秀
賞)

】
後
藤
響

「
慈
恩
寺
」【
優
秀
賞
】
大
熊
幸
夫

「
十
二
神
将
宮
毘
羅
」【
奨
励
賞
】

長
谷
川
順
子
「
宝
蔵
院
表
門
」
、
大

谷
健
吾
「
本
山
慈
恩
寺
本
堂
」【
佳

作
】
佐
々
木
紀
昭
「
慈
恩
寺
風
景
」
、

木
村
正
久
「
木
漏
れ
日
」
、
長
岡
季

希
「
静
か
な
場
所
」
、
齊
藤
凌
平
「
慈

恩
寺
縁
起
」、
金
峯
健
人
「
鐘
」

＝
子
ど
も
の
部
＝

　今年も、市美術館で「寒河江工業高校美術部の作品

展」を開催します。日頃から一生懸命美術に励む生徒

たちの作品からは、力強さやエネルギーが感じられま

す。また、同時期に「市内地区公民館の活動写真展」

も開催します。

　ぜひお誘い合わせの上ご鑑賞ください。

■寒河江工業高校作品展／12月16日㈰～１月18日㈮

■地区公民館写真展／12月

　22日㈯～１月14日㈪

●休館日／12月19日㈬、１

　月１日㈫

●問合せ／市文化センター

　美術館専門員　白田

　☎86-5111へ。

10日㈪・25日㈫・29日㈯～１月３日㈭ 月の休館日

平
成
30
年
度
慈
恩
寺
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品
決
定

　

「
い
じ
め
・
非
行
を
な
く
そ
う
」

や
ま
が
た
県
民
運
動
『
い
じ
め
防

止
』
標
語
の
募
集
に
は
、
村
山
地

区
内
の
小
中
お
よ
び
特
別
支
援
学

校
１
４
７
校
か
ら
、
２
万
５
５
３

点
も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
中
か
ら
、
本
市
が
推
薦
し
た
安

孫
子
未
玖
さ
ん
（
陵
東
中
１
年
）

の
作
品
が
見
事
、
優
秀
標
語
に
選

「
い
じ
め
・
非
行
を
な
く
そ
う
」

や
ま
が
た
県
民
運
動 

優
秀
標
語

　

標
語
だ
け
？　

実
践
し
て
こ
そ　

い
じ
め
ゼ
ロ

陵
東
中
学
校
１
年　

安
孫
子　

未
玖　

さ
ん

寿命図鑑　じゅみょうずかん

いろは出版・編著・発行 

やまぐちかおり・絵 

　生き物から宇宙まで万物の寿

命を集めた図鑑です。

　虹の寿命は数分。もやしの寿命は１日。人間の

まつ毛の寿命は４カ月。飛行機の寿命は20年から

25年。屋久杉の寿命は千年以上。太陽の寿命は…。

寿命の他に、それぞれの生き方や死に方にまつわ

るエピソードが、かわいいイラストとともに紹介

されています。自分の命や周りの命の大切さに気

付かされる一冊です。

いっちゃん会 12／15㈯午後２時～３時

図書館ボランティアチェリー

 12／４㈫・11㈫・18㈫の午前10時～11時30分

小中学生読書感想画作品展 12／９㈰まで

第20回遊び仲間・渡辺雅雄写真展 12／11㈫～24㈪

年末年始 12／28㈮まで

図書館へ行こう！
おはなし室

展示ホール

ブックテーマコーナー

「
い
じ
め
・
非
行
を
な
く
そ
う
」

や
ま
が
た
県
民
運
動　

県
の
優
秀
標
語
に
選
出

【
教
育
長
賞（

金
賞)

】
萩
原
英
佳

「
夏
の
慈
恩
寺
で
」【
銀
賞
】
伊
藤

建
「
阿
弥
陀
如
来
坐
像
」
、
武
田
和

樹
「
よ
う
こ
そ
慈
恩
寺
へ
」【
銅
賞
】

長
谷
川
結
生
「
慈
恩
寺
は
す
」
、
片

桐
未
来
「
歴
史
あ
る
慈
恩
寺
」
【
佳

作
】
宮
田
幸
「
聖
徳
太
子
の
ま
な

ざ
し
」
、
渡
邊
陽
太
「
ぼ
く
と
仏
像
」
、

柏
倉
舞
美
「
夏
の
三
重
塔
」
、
佐
藤

柚
七
「
大
き
な
三
重
の
と
う
」
、
土

屋
裕
聖
「
あ
ぎ
ょ
う
と
う
ん
ぎ
ょ

う
」
、
制
野
悟
大
「
慈
恩
寺
と
十
二

神
将
」 

[

敬
称
略]

　

冬
の
一
日
を
図
書
館
で
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

リ
レ
ー
お
は
な
し
会

　

人
形
劇
や
大
型
絵
本
の
読
み
語

り
な
ど
を
見
て
聞
い
て
楽
し
も
う
。

■
時
間
／
午
前
10
時
～
11
時
30
分

朗
読
会

－

い
つ
も
で
な
い
ひ
と
と

き
を

－

　

朗
読
集
団
「
さ
ん
の
会
」
に
よ

る
朗
読
と
ピ
ア
ノ
の
弾
き
語
り
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
時
間
／
午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

30
分

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
（
書
評
ゲ
ー
ム
）

　

東
北
芸
術
工
科
大
学
の
学
生
が

お
薦
め
の
本
を
紹
介
し
、
参
加
者

は
一
番
読
み
た
い
と
思
っ
た
本
に

投
票
。
最
多
得
票
の
本
を
「
チ
ャ

ン
プ
本
」
に
決
定
し
ま
す
。
当
日

の
飛
び
入
り
発
表
、
大
歓
迎
で
す
。

■
時
間
／
午
後
２
時
～
４
時

小
中
学
生
読
書
感
想
画
作
品
展

　

西
村
山
地
区
内
小
中
学
生
の
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
立
図
書
館

　

☎(

８
６)
１
６
６
２
へ
。

さ
が
え
図
書
館
ま
つ
り
２
０
１
８

冬
ま
つ
り

12
月
９
日
㈰

出
さ
れ
、
青
少
年
健
全
育
成
県
民

大
会
の
中
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

優
秀
標
語
は
、
県
内
４
地
区
か
ら

１
点
ず
つ
の
選
出
で
、
県
内
で
４

点
の
み
に
な
り
ま
す
。
作
品
は
、

左
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
に
お
い
て
選
出
さ

れ
た
入
選
標
語
に
つ
い
て
も
、
今

後
、
誌
面
に
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

平成30年度寒河江さくらんぼ大学

心のマイスター養成講座
～見えない世界からつながる世界へ～

「ぶらいんどれすとらん」

　講師の多田さんが代表を務める東北リレーションシ

ップは、障がいの有無に関わらず｢できることから」

を合言葉に一緒に活動し、障がいのある人たちが活躍

できるきっかけの場を提供しています。

　今回は、視覚障がいのある人への理解を深めるため

の講話と、目隠しをした状態でケーキと飲み物をいた

だく｢ぶらいんどれすとらん」を実際に体験します。 

　誰もが地域で安心して暮らしていけるように、ちょ

っとした配慮や支援ができるよう、改めて相手に伝え

ることの大切さや｢人」｢地域」との関わりを模索して

みませんか。

●日時／平成31年１月27日㈰午後２時～３時30分

●会場／文化センター

●定員／40人

● 講師／東北リレーションシップ代表・多田祐也氏（山

形県心のバリアフリー推進員、障がい者相談支援専

門員、あん摩マッサージ指圧・はり・きゅう師)

●申込／平成31年１月11日㈮まで文化センター

　☎86-5111へ。

142018.12.5　市報さがえ15 2018.12.5　市報さがえ
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醍
醐
地
区
慈
恩
寺
大
晦
日（

み
そ
か）

花
火
大
会｢

雪
月
華｣

　

慈
恩
寺
の
冬
を
彩
る
花
火
が
、
大
晦
日
の

空
に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
今
年
最
後

の
花
火
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
12
月
31
日
(月)
午
後
11
時
40
分
～
。

天
候
に
よ
り
平
成
31
年
１
月
１
日
(火)
～
３

日
(木)
に
順
延

●
会
場
／
慈
恩
寺
活
性
化
セ
ン
タ
ー
前

●
内
容
／
約
６
０
０
発
の
花
火
打
ち
上
げ
や

仁
王
堂
坂
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
を
活
用
し
た
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
、

慈
恩
寺
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
の
慈
恩
寺
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展
示
等
。

●
問
合
せ
／
西
部
地
区
公
民
館
☎(

８
７)

１

３
０
２
へ
。

ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時
／
12
月
12
日
(水)
午
前
10
時
30
分
～

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
対
象
／
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

●
内
容
／
山
形
マ
ザ
ー
ズ
バ
ン
ド
・
チ
ェ
リ

　

ー
ズ
の
演
奏

●
問
合
せ
／
ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江
☎(

８
３)

　

３
２
２
５
へ
。

さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
イ
ベ
ン
ト
情
報

ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
展

■
日
時
／
12
月
９
日
(日)
ま
で
の
午
前
９
時
～

午
後
５
時

建
物
の
取
り
壊
し
・
増
改
築
は

市
税
務
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

　

12
月
末
ま
で
に
建
物
を
全
部
ま
た
は
一
部

取
り
壊
し
た
場
合
、
登
記
し
て
い
る
建
物
は

法
務
局
で
手
続
き
を
行
い
、
登
記
し
て
い
な

い
建
物
は
市
税
務
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
増
改
築
等
を
行
っ
た
場
合
も
課
税
額

の
変
更
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市

税
務
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
市
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　

☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
313
へ
。

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の

運
転
免
許
証
自
主
返
納
を
支
援

● 

対
象
／
有
効
期
限
内
の
運
転
免
許
証
を
自

主
返
納
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
方
（
自
主
返

納
し
た
日
か
ら
１
年
以
内
の
方
に
限
る
）

●
交
付
／
次
の
①
～
⑥
い
ず
れ
か
１
つ
、
２

万
円
分
を
１
回
限
り
交
付
し
ま
す
。
①
山

形
県
タ
ク
シ
ー
共
通
乗
車
券
、
②
市
内
循

環
バ
ス
利
用
券
、
③
市
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
利
用
券
、
④
山
交
バ
ス
普
通
回
数
券
、

⑤
天
童
市
営
バ
ス
回
数
券
、
⑥
西
川
町
営

バ
ス
回
数
券

●
持
ち
物
／
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
、
は

ん
こ

●
申
請
／
市
市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

　

☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
234
へ
。

災
害
時
に
お
け
る
避
難
行
動
要
支
援
者

避
難
支
援
プ
ラ
ン
に
登
録
を

　

災
害
時
に
自
力
で
避
難
で
き
な
い
要
支
援

者
を
迅
速
か
つ
適
正
に
避
難
誘
導
す
る
た
め
、

市
で
は
要
支
援
者
の
方
々
か
ら
個
別
避
難
支

援
プ
ラ
ン
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
災
害
に

備
え
て
い
ま
す
。
災
害
情
報
提
供
や
避
難
誘

導
、
安
否
確
認
に
活
用
す
る
た
め
、
避
難
支

援
者
・
関
係
機
関
に
登
録
者
情
報
を
提
供
す

る
も
の
で
す
。

●
対
象
／
災
害
時
に
自
力
避
難
が
困
難
な
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
在
宅
生
活
者
。

①
介
護
保
険
認
定
が
要
介
護
３
以
上
の
方
。

②
75
歳
以
上
の
み
の
高
齢
者
世
帯
。
③
身

体
障
が
い
者
１
・
２
級
の
方
（
上
肢
、
心

臓
、
じ
ん
臓
機
能
障
が
い
の
み
の
該
当
者

を
除
く)

。
④
知
的
障
が
い
者
（
療
育
手
帳

Ａ
の
方)

。
⑤
精
神
障
が
い
者
（
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
方)

。
⑥
市
長
・

町
会
長
等
が
必
要
と
認
め
た
方

●
登
録
／
①
・
②
の
方
へ
は
、
地
区
を
担
当

す
る
民
生
児
童
委
員
が
訪
問
し
、
登
録
の

有
無
を
確
認
し
ま
す
。
③
～
⑤
で
未
登
録

の
方
へ
は
、
平
成
31
年
１
月
に
個
人
通
知

を
行
う
予
定
で
す
。

●
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　

☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
663
へ
。

プ
ロ
が
教
え
る
寄
せ
植
え
講
座

■
日
時
／
12
月
14
日
(金)
・
16
日
(日)
の
午
前
10

時
30
分
～
正
午

■
定
員
／
10
人

■
参
加
費
／
２
５
０
０
円
程
度
（
材
料
費
込
み
）

■
申
込
期
限
／
12
月
10
日
(月)

つ
ま
み
細
工
展

■
日
時
／
12
月
20
日
(木)
～
平
成
31
年
１
月
14

日
(月)
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日

は
午
後
４
時
）

■
体
験
ラ
リ
ー
／
12
月
22
日
(土)
午
前
10
時
～

午
後
２
時
、
定
員
・
20
人
、
参
加
費
・
１

ブ
ー
ス
５
０
０
円
（
全
５
ブ
ー
ス
）

■
体
験
講
座
／
１
月
14
日
(月)
午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
３
時
、
定
員
・
20
人
（
要

予
約)

、
参
加
費
・
２
千
円
（
材
料
費
込
み
）

●
会
場
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館

●
問
合
せ
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
☎(

８
６)

１

８
１
８
へ
。

山
形
ど
ま
ん
な
か
道
の
駅

５
麺
バ
ト
ル

　

寒
河
江
・
西
村
山
地
域
の
道
の
駅
等
５
カ

所
の
自
慢
の
麺
を
食
べ
て
ス
タ
ン
プ
を
集
め
、

期
間
内
に
お
気
に
入
り
の
麺
を
提
供
す
る
道

の
駅
等
に
提
出
す
る
と
、
そ
の
麺
１
杯
分
の

無
料
券
を
進
呈
し
ま
す
。

●
日
時
／
12
月
17
日
(月)
ま
で
の
、
各
道
の
駅

レ
ス
ト
ラ
ン
・
お
食
事
処
等
の
営
業
時
間

●
会
場
／
道
の
駅
寒
河
江
・
に
し
か
わ
・
お

お
え
・
あ
さ
ひ
ま
ち
、
べ
に
花
温
泉
ひ
な

の
湯
（
河
北
町
）

● 

メ
ニ
ュ
ー
／[

寒
河
江
］
い
も
煮
う
ど
ん
・

８
５
０
円
、[

に
し
か
わ
］
月
山
名
水
角
煮

第
2６
回
心
身
障
が
い
児（

者）

保
護
者
研
修
会　

●
日
時
／
12
月
８
日
(土)
午
前
10
時
30
分
～
正
午

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
対
象
／
心
身
障
が
い
児
（
者
）
と
保
護
者

等
、
福
祉
に
関
心
が
あ
る
方

●
内
容
／
講
演
「
司
法
書
士
に
聞
き
た
い
！

よ
く
わ
か
る
青
年
後
見｣

（
講
師
・
公
益
社

団
法
人
青
年
後
見
セ
ン
タ
ー
リ
ー
ガ
ル
サ

ポ
ー
ト
山
形
支
部
）

●
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
課
生
活
福
祉
係

　

☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
617
へ
。

楽
し
く
脳
ト
レ
教
室

●
日
時
／
12
月
26
日
(水)
午
後
１
時
30
分
～
２

時
30
分

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
定
員
／
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65

歳
以
上
の
方
、
30
人
程
度

●
内
容
／
認
知
症
予
防
の
た
め
の
体
操
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

●
持
ち
物
／
飲
み
物
、
タ
オ
ル

●
申
込
／
市
高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支
援

係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
630
へ
。

親
子
で
楽
し
い
食
育
教
室

　

親
子
で
正
し
い
食
生
活
を
知
り
、
作
る
楽

し
さ
と
食
べ
る
喜
び
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時
／
12
月
27
日
(木)
午
前
10
時
～
正
午

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

お
知

ら
せ

そ
ば
・
８
５
０
円
、[

お
お
え
］
た
っ
ぷ
り

な
め
こ
そ
ば
・
７
５
０
円
、[

あ
さ
ひ
ま
ち
］

引
力
カ
レ
ー
う
ど
ん
・
８
０
０
円
、[

ひ
な

の
湯
］
べ
に
花
鍋
焼
き
う
ど
ん
・
８
０
０
円

● 

問
合
せ
／
山
形
ど
ま
ん
な
か
道
の
駅
連
絡

会
（
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
内
）
☎(

８
６)

１

８
１
８
へ
。

最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

イ
ベ
ン
ト
情
報

絵
手
紙
作
品
展

■
日
時
／
12
月
15
日
(土)
～
28
日
(金)
、
平
成
31

年
１
月
４
日
(金)
～
６
日
(日)
の
午
前
９
時
～

午
後
５
時
（
月
曜
日
休
館
）

そ
ば
う
ち
体
験
教
室

■
日
時
／
12
月
26
日
(水)
午
後
１
時
～

■
受
講
料
／
２
千
円
（
材
料
代
込
み
）

●
会
場
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

●
問
合
せ
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

　

☎(

８
３)

５
１
９
５
へ
。

ア
ス
ポ
ー
ト
さ
が
え

ス
ポ
ー
ツ
教
室

男
だ
け
の
ス
ポ
ー
ツ
パ
ラ
ダ
イ
ス
（
第
３
ク

ー
ル)

■
日
時
／
平
成
31
年
１
月
９
日
～
２
月
27
日

の
毎
週
水
曜
日
、
全
８
回
、
午
後
１
時
30

分
～
３
時

■
定
員
／
市
民
（
男
子
）
20
人

■
参
加
費
／
５
千
円
、
ア
ス
ポ
ー
ト
さ
が
え

会
員
３
千
円

■
持
ち
物
／
内
履
き

い
き
い
き
健
康
教
室
（
第
３
ク
ー
ル
）

●
定
員
／
市
内
在
住
の
年
長
児
ま
た
は
小
学

生
と
父
母
（
祖
父
母)

、
20
組

●
内
容
／
栄
養
の
話
、
調
理
実
習
（
ボ
ロ
ネ

ー
ゼ
風
パ
ス
タ
、
ニ
ン
ジ
ン
と
リ
ン
ゴ
の

サ
ラ
ダ
、
フ
ル
ー
ツ
バ
バ
ロ
ア
）
等

●
参
加
費
／
１
組
２
０
０
円

●
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具

●
申
込
／
12
月
21
日
(金)
ま
で
市
健
康
福
祉
課

市
民
健
康
係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
624
へ
。

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

２
０
１
８
in
フ
ロ
ー
ラ

●
日
時
／
12
月
15
日
(土)
午
後
１
時
30
分
～
４

時
（
開
場
・
午
後
１
時
～
）

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
地
下

●
内
容
／
大
道
芸
ス
テ
ー
ジ
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
ほ
か

●
問
合
せ
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
管
理

室
☎(

７
７)

６
３
３
０
へ
。

さ
ん
で
～
す
て
～
じ
・
さ
が
え

イ
ン
フ
ロ
ー
ラ 

第
227
・
228
回
公
演

民
謡
、
歌
謡
の
ス
テ
ー
ジ

■
日
時
／
12
月
９
日
(日)
午
後
２
時
～
３
時
40
分

■
出
演
／
錦
菁
会
、
鈴
木
久
司
さ
ん

ギ
タ
ー
演
奏
と
み
ん
な
で
歌
お
う
！
の
ス
テ

ー
ジ

■
日
時
／
12
月
16
日
(日)
午
後
２
時
～
２
時
50
分

■ 

出
演
／
ギ
タ
ー
ア
リ
オ
ン

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
地
下

●
問
合
せ
／
実
施
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
・

五
十
嵐
さ
ん
☎
０
９
０(

７
０
６
８)

３
９

９
０
へ
。

■
日
時
／
１
月
10
日
～
２
月
28
日
の
毎
週
木

曜
日
、
全
８
回
、
午
前
10
時
～
正
午

■
定
員
／
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65

歳
以
上
の
市
民
、
30
人

■
参
加
費
／
４
千
円
、
ア
ス
ポ
ー
ト
さ
が
え

会
員
２
千
円

●
会
場
／
市
民
体
育
館
ほ
か

●
申
込
／
１
月
６
日
(日)
ま
で
市
民
体
育
館

　

☎(

８
６)

５
１
１
３
へ
。

ハ
ー
ト
フ
ル
カ
フ
ェ
in
フ
ロ
ー
ラ

｢

ク
リ
ス
マ
ス
カ
フ
ェ」

　

出
入
り
自
由
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
12
月
20
日
(木)
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
地
下

●
内
容
／
の
ど
自
慢
大
会
、
笑
顔
を
想
う
写

真
館
、
介
護
相
談
等

●
問
合
せ
／
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
あ
な
た
と
え
が

お
☎(

８
４)

０
２
０
１
へ
。

自
衛
官
募
集
説
明
会

●
日
時
／
12
月
７
日
(金)
午
後
４
時
～
７
時

●
会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー

●
募
集
種
目
／[

自
衛
官
候
補
生
］
対
象
・
18

歳
以
上
33
歳
未
満
、
受
付
・
平
成
31
年
１

月
18
日
(金)
ま
で
。[

高
等
工
科
学
校
生
徒
］

対
象
・
中
学
校
卒
業
（
見
込
み
）
以
上
17

歳
未
満
、
受
付
・
１
月
７
日
(月)
ま
で

●
問
合
せ
／
自
衛
隊
山
形
募
集
案
内
所
☎
０

２
３(

６
３
４)

３
４
３
９
へ
。
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■次号の市報12月20日号は、12月20日㈭に発行します。

12月の行事予定
5 ㈬ レディース検診／３歳児健診

6 ㈭ ふるさと交流スペース／健康相談／産後セルフケ 
ア講座

7 ㈮ 子育てサロン・エンジェル「クリスマスリ会｣／２
歳児ピカピカ歯科検診

8 ㈯ ゆめはーと寒河江「クリスマスリース作り｣／市ド
ック（総合健診）

9 ㈰
さがえ図書館まつり2018冬まつり／SＡGＡE M
USIC DＡY'18／休日当番医（国井医院)／証
明書交付窓口開庁（午前）

10 ㈪ 市立図書館休館日

11 ㈫ こころの健康相談／南部・柴橋・西部地区公民館 
休館日

12 ㈬
ゆめはーと寒河江「クリスマスコンサート｣／行政
相談／１歳６カ月児健診／フローラ・SＡGＡE 
休館日

13 ㈭
ふるさと交流スペース／市ドック（総合健診)／レ
ディース検診／健康相談／母乳育児準備講座／市 
民浴場休場日

14 ㈮ ９～10カ月児健診

15 ㈯

16 ㈰ 休日当番医（国井クリニック)／証明書交付窓口開
庁（午前)／ハートフルセンター休館日

17 ㈪ 市ドック（総合健診）

18 ㈫ 市ドック（総合健診）

19 ㈬ ゆめはーと寒河江「お誕生会｣／法律相談／食生活
改善推進員養成講座／フローラ・SＡGＡE休館日

20 ㈭ ふるさと交流スペース／健康相談／３～４カ月児 
健診

21 ㈮ 離乳食後期教室／保健師育児相談／母乳ミルク相 
談室

22 ㈯

23 ㈰ 休日当番医（熊坂整形外科医院)／証明書交付窓口
開庁（午前）

24 ㈪ 休日当番医（小関内科胃腸科医院)

25 ㈫

市県民税（４期)、国民健康保険税（６期)、介護 
保険料（６期)、後期高齢者医療保険料（６期）納
期限／水道料金・下水道浄化槽使用料（10月・11 
月分）口座振替日／中央公民館、市立図書館、市 
民体育館、チェリーナさがえ休館日

26 ㈬ 市長相談／市ドック（総合健診)／レディース検診

27 ㈭ ふるさと交流スペース／市ドック（総合健診)／健
康相談／親子で楽しい食育教室

28 ㈮ 市ドック（総合健診)／レディース検診／市民体育
館、チェリーナさがえ休館日

29 ㈯
休日当番医（陵南さとう整形外科)／ハートフルセ
ンター、中央公民館、各地区公民館、市立図書館、
市民体育館、チェリーナさがえ休館日

30 ㈰
休日当番医（鈴木眼科)／ハートフルセンター、中
央公民館、各地区公民館、市立図書館、市民体育
館、チェリーナさがえ休館日

31 ㈪
休日当番医（あきば医院)／ハートフルセンター、 
中央公民館、各地区公民館、市立図書館、市民体
育館、チェリーナさがえ休館日

1/1 ㈫
休日当番医（陵南眼科クリニック)／ハートフルセ
ンター、中央公民館、各地区公民館、市立図書館、
市民体育館、チェリーナさがえ、フローラ・SＡ
GＡE休館日

2 ㈬
休日当番医（中正堂髙橋医院)／ハートフルセンタ
ー、中央公民館、各地区公民館、市立図書館、市
民体育館、チェリーナさがえ休館日

3 ㈭
休日当番医（寒河江武田内科往診クリニック)／ハ
ートフルセンター、中央公民館、各地区公民館、
市立図書館、市民体育館、チェリーナさがえ休館日

4 ㈮
市民新春祝賀会／水道料金・下水道浄化槽使用料
(10月・11月分）納期限／市民体育館、チェリーナ
さがえ休館日

不用品登録制度（11月26日現在）
　問い合わせいただいた方に各提供者等の連絡先

をお伝えしますので、直接交渉してください。

■あげます／座卓、枕びょうぶ、剝製（キジ・亀)

■ 譲ります／二段ベッド、リクライニングソファ

ベッド、いす、座卓、小型マッサージ器、ヘッ

ドホン、カーステレオ、車用ハンディークリー

ナー、オーブンレンジ

■ 譲って／介護用おむつ・パンツ・紙パット、折

り畳み自転車

＝子育てゆずりあいコーナー＝
■あげます／おひなさま

■ 譲ります／子ども服、山形城北高等学校男子制

服、ながさき幼稚園運動着・通園かばん、ラン

ドセル（黒)、絵の具、習字道具、リコーダー、

　 鍵盤ハーモニカ、筆記用具、画用紙、野球ユニ

ホーム、スキーウエア

■譲って／自転車

●問合せ／市市民生活課☎86-2111内線232へ。

働
き
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
？

な
ん
で
も
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

●
日
時
／
12
月
11
日
(火)
・
12
日
(水)
の
午
前
10

時
～
午
後
７
時

●
相
談
方
法
／
電
話
相
談
［
☎(

０
１
２
０)

　

１
５
４
０
５
２
］
と
な
り
ま
す
。

●
内
容
／
労
働
時
間
、
残
業
代
未
払
い
、
解

　

雇
、
賃
金
カ
ッ
ト
、
未
払
い
賃
金
、
休
暇
、

　

パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
労
働
に
関

　

す
る
相
談

●
問
合
せ
／
連
合
山
形
☎
０
２
３(

６
２
５)

　

０
５
５
５
へ
。

県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

出
張
相
談
会

●
日
時
／
①
12
月
19
日
(水)
、
平
成
31
年
２
月

20
日
(水)
の
午
後
１
時
～
４
時
、
②
１
月
18

日
(金)
午
後
１
時
～
３
時

●
会
場
／
①
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
寒
河
江
、
②
文

化
セ
ン
タ
ー

●
相
談
方
法
／
面
談

● 

内
容
／
求
職
者
の
生
活
、
住
ま
い
、
就
職

活
動
な
ど
の
悩
み
に
つ
い
て
の
相
談

●
問
合
せ
／
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎(

０
８
０
０)

８
０
０
７
８
６
７
へ
。

　12月に入り厳しい寒さが続く時季となりました。気温がマイナス４度以

下になると、水道管が凍結して漏水する場合があります。北側で日が当た

らない、風当たりが強い、配管がむき出しになっている所は、特に注意が

必要です。寒波が続いた昨年の冬は、空き家や旅行等で長期間不在となっ

た建物で、凍結破損に気付かなかったケースが多発しました。大切な給水

装置を守るため、本格的な冬が来る前に水道管や水道メーターの防寒対策

と水抜き栓の点検等を行ってください。

●問合せ／市水道事業所☎86-8511へ。

寒波から水道管を守るために
　国際ソロプチミスト寒河江（菊地道子会長）様

から、折り畳みテーブル14台をいただきました。

ご寄附をいただきました

　西村山圏域都市計画区域の整備・開発および保

全の方針（区域マスタープラン）の変更について、

都市計画法第16条第１項に基づく説明会を開催し

ます。

●日時／12月11日㈫午後７時～

●会場／西村山地域振興局西棟１階101会議室

●問合せ／県県土整備部都市計画課（都市計画担

　当）☎023-630-2589へ。

　以前、林業の仕事に従事されたことがあり、当

時、林退共制度に加入していた、もしくは加入し

ていたかもしれない方で、退職金請求手続きをし

た心当たりがない方は、お気軽にお問い合わせく

ださい。また、被共済者に確実に退職金を受け取

っていただくことなどを目的として、現況調査・

アンケート調査を実施していますので、ぜひご協

力ください。

　詳細については、林退共ホームページをご覧く

ださい。

●問合せ／林業退職金共済事業本部

　☎03-6731-2889へ。

都市計画区域マスタープラン
説明会

林業退職金共済制度(林退共)
退職金請求

■水道メーターの保温
　ボックスの中に、発泡スチロールや布切れ等を濡れないようビニール袋に詰めて入れてください。

■寒い夜等の凍結防止方法
　水抜き栓を時計回りに止まるまで回して全閉にしてから、蛇口を全開にして水を抜いてください。水抜
き栓のハンドルを途中で止めたままにすると、水漏れの原因となりますので注意してください。

■屋外の蛇口や水道管の確認と保温
　冬期間は漏水の発生に気付きにくいことから、漏水が続くと水道料金が高額になる場合がありますので、
定期的に確認するように心掛けてください。また、発泡スチロール製等の保温材で保温したり、保温ヒー
ター等を利用したりする方法もありますので、詳しくはお近くの水道指定給水装置工事事業者にご相談く
ださい。

■凍結して水が出ない場合の対処方法
　露出している水道管や蛇口にタオル等をかぶせ、その上からゆっくりとぬるま湯を掛けて溶かしてくだ
さい。熱湯を直接掛けると破損の原因となりますのでご注意ください。

■水道管が破裂した場合の対処方法
　すぐに水道メーターボックス内のバルブを閉めて水を止め、お近くの水道指定給水装置工事事業者に修
理を依頼してください。

■長期間水を使わないときの閉栓届
　農園等で冬期間水道を使わない場合や、引っ越し等でしばらく空き家になる
場合等に、水道事業所に閉栓の届出（電話連絡も可）を行うと止水栓で休止し
ますので、凍結破損による漏水が防止でき、毎月の基本料金が発生しなくなり
ます。なお、再び水道を使用する場合は、開栓のときに開栓手数料1,000円が必
要になります。

■公民館等を管理している方へ
　公民館や空き家等の建物を管理している方は、漏水や蛇口の閉め忘れ、水道
メーターの異常がないか定期的に点検してください。また、異常時にすぐに水
道メーターを確認できるよう、水道メーターボックス周りの除雪等を心掛けま
しょう。

ふるさとだより
｢ｆメール｣配信中

　毎週木曜日に本市

の情報を電子メール

で配信しています。

ぜひ、ご

登録くだ

さい。

● 問合せ／市企画創

成課☎86-2111内線

410へ。
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　ドッグランで行われた「わんわんフェスティバル｣。借り物競争やお玉でリレー等のゲームを行い、まるで子どもの運動会を見ているようでした。親子のような強い絆と犬との共生の素晴らしさを感じたひととき。皆さんの満面の笑みが印象的でした。 （酒井由美子）
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　安心安全な農作物を食卓に出せるのは、生産者の皆さんの努力のおかげです。寒河江市長を中心に、生産者・消費者・小学生の各代表が農産物に関する交流会を行いました。消費者は努力に見合う価格で消費することも大事と考える時間でした。 （佐藤真由美）

　経年劣化した三泉小学校のコンクリ

ート製の池。６年生が自ら改修を立案

して市教育委員会に働き掛け、下絵を

何度も考えて、秋晴れの中、描き上げ

ました。寒河江川の魚たちが鮮やかに

泳いでいます。噴水も修繕され、コイ

や金魚も喜んでいます。 （北條幸子）

　市民レポーターさくらんぼ特派員が「これはイイ」と感

じた市内の観光やグルメ、日常の風景などを自ら取材し、

地元の魅力をどんどん紹介していくコーナーです。皆さん

の所へ取材に伺った際は、ぜひご協力をお願いします。

市民レポーター さくらんぼ特派員

Twitterでも特派員が
情報配信中

https://twitter.com/
sagae_tokuhain


